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1 河川の総合的な保全と利用に関する基本方針 

(1) 流域及び河川の概要 

【河川の概要】 

石屋
い し や

川
がわ

は、その源を六甲
ろっこう

山系坊主山
ぼ う ず や ま

に発し、神戸
こ う べ

市東灘
ひがしなだ

区の西側および灘
なだ

区の東

側を流れ、大阪湾へと注ぐ法定河川延長 2.682km、流域面積 2.87km2 の二級河川であ

る。石屋川の河床勾配は、下流部で 1/64 程度、中流部で 1/41 程度、上流部で 1/16

程度である。 

 

【流域の概要】 

石屋川流域は、神戸市東灘区及び灘区に属し、流域内人口は約 20,000 人（平成 27 年

国勢調査データ等より推算）である。流域の土地利用は、全面積の約 40％ずつが森林と

市街地となっている。石屋川を横断する主要な交通網として、鉄道は上流から阪急神戸

線、ＪＲ東海道本線、阪神本線が横断し、道路では上流から国道２号、国道 43 号、阪神

高速３号神戸線が横断している。 

1874（明治 7）年に神戸・大阪間に開通した鉄道の敷設工事の際、天井川となってい

た芦屋
あ し や

川
がわ

・住
すみ

吉川
よしがわ

・石屋川については河道の下にトンネルを掘り、線路が敷かれた。そ

の中でも石屋
い し や

川
がわ

隧
ずい

道
どう

は最初に完成したため、「日本で最初の鉄道トンネル」となった。

その後、石屋川沿川は近代化に伴う交通機関の発達により大阪・神戸の郊外住宅地とし

て発展していき、石屋川隧道は 1894（明治 27）年以降の複線化工事や線路が高架化され

たことにより、その姿を消した。現在は JR 東海道本線と石屋川が交わる東側に記念碑が

残されている。 

また、石屋川周辺は、野坂昭如
のさかあきゆき

の小説「火
ほ

垂
た

るの墓」及び同タイトルの映画の舞台と

して描かれ、御影
み か げ

公会堂近くの石屋川のほとりに石碑が設置されている。 

 
【地形・地質】 

石屋川流域の地形は、六甲山地とその丘陵地帯及びそれらの周辺の低地からなる。

六甲山地は、西は神戸市垂水
た る み

区塩屋
し お や

付近から立ち上がり、東は宝塚
たからづか

市に至る全長

30km、幅は最大部分で 8km の主として花崗岩によって構成されている山地である。

六甲山地は激しい隆起と脆弱な花崗岩の厚い風化層よりもたらされる大量の土砂礫と

気候変化が結びついて、多段で複雑な扇状地が形成されている。 

石屋川流域の地質は、大きく基盤岩類と被覆層に分けられる。基盤岩類は固結堆積

物で古生代石炭紀から中生代ジュラ紀の地層群火山性岩石で中生代白亜紀後期の有馬

層群、深成岩で同じく白亜紀後期の六甲
ろっこう

花崗岩
か こ う が ん

や布引花崗閃
ぬのびきかこうせん

緑岩
りょくがん

などからなってい

る。被覆層は基盤岩類を覆い、固結堆積物の神戸層群、未固結堆積物の大阪層群を主

体に構成されている。 
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沖積層は中位段丘と同様に現河川流域や神戸市東灘区市街地の海岸沿いに分布する。 

石屋川の上流には多くの断層が見られる。 

 
【気候】 

石屋川流域は、降雨が少なく温暖な瀬戸内気候地域に属している。 

神戸観測所の年平均気温は 16.7℃で、全国平均の 14.8℃よりも高い。年間平均降

水量は 1,216 mm であり、全国平均の 1,611mm よりも少ない。平均日照時間は 2,073

時間である。（神戸観測所：1981～2010 平年値） 

また、気温と降水量の月別変化を見ると、月平均の最高は 8 月の 31.8℃、最低は

1 月の 2.7℃で、降水量は 6 月に多く、冬期は少ない。 

 
【自然環境】 

石屋川流域は、約 40％が森林であり、植生はアベマキ-コナラ群集などから構成さ

れている。また、石屋川上流域を含む六甲地域は瀬戸内海国立公園に指定されており、

当該流域は鳥獣保護区または特定猟具使用禁止区域に指定されている。 

石屋川水系は、河道特性や整備状況などから、感潮区間となる下流域、その上流の

新田
に っ た

川
がわ

合流までの中流域、新田川合流より上流の上流域に区分される。 

河口から石屋
い し や

橋
ばし

までの下流域は、感潮区間で小規模な干潟がみられ、重要種であるウ

ネナシトマヤガイやカワゴカイ属等の底生動物が生息している。汽水域にはスズキ、マ

ハゼなどのほか、重要種であるニホンウナギ等の魚類が生息している。両岸はコンクリ

ート護岸が整備され、河道内に植生はみられないが、感潮域の底生動物等が生息・生

育・繁殖している重要な環境となっている。 

石屋橋から新田川合流点までの中流域は、河床が練石張りやコンクリートで浅い瀬が

連続し、寄州がみられ、落差工が多く設置されている。寄州にはオオイヌタデ－オオク

サキビ群落が分布し、水辺付近ではハクセキレイやセグロセキレイ等の鳥類が採餌して

いる。瀬にはカワヨシノボリ等の魚類やコカゲロウ類等の底生動物が生息し、水際に植

生のある緩流域にはカワムツ、モツゴ等の魚類や重要種であるヒラマキミズマイマイ、

オジロサナエ、カタツムリトビケラのほか、カワニナを採餌するゲンジボタル等の底生

動物が生息している。 

新田川合流点から源流までの上流域及び新田川は、落差工が多く設置されており、河

床は練石張りやコンクリートで浅い瀬が連続し、一部に寄州がみられオオイヌタデ－オ

オクサキビ群落が分布している。寄州の水辺付近ではキセキレイ、ハクセキレイやセグ

ロセキレイ等の鳥類が採餌し、瀬にはサカマキガイ、ミズムシ等の底生動物が生息して

いる。また、支川の新田川の一部では山付区間があり、コナラ－アベマキ群集やエノキ

－ムクノキ群集等の樹林が分布している。 

水質については、石屋川水系は河川水質環境基準の類型指定はされていない。 
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【歴史・文化】 

住吉東ノ平からは先土器時代の石器が、また本庄
ほんじょう

・北青木
き た お う ぎ

・西岡本
にしおかもと

遺跡
い せ き

からは縄

文時代の遺物が発見されており、東灘は原始時代から、南向きで水も豊かな生活に適

した場所であったと考えられる。その後 3 世紀以来、豪族達が自らの権威を誇示せん

がため大きな古墳を造り、東灘でも処女
お と め

塚
づか

・東求女
ひがしもとめ

塚
つか

・ヘボソ塚などの古墳が築かれ

ている。 

7 世紀になると大化の改新を経て、律令制による中央集権的国家を目指す動きが活

発となった。律令制によれば、東灘は摂津国菟原郡
せっつのくにうばらぐん

に属し、葦原
あしはら

（本庄から芦屋
あ し や

南

部）・賀
か

美
み

（芦屋北部から本山
もとやま

周辺）・佐
さ

才
さい

（魚崎一帯）・住吉（住吉一帯）・覚美
か が み

（御影一帯）の各郷に分けられた。 

奈良時代に入ると律令制も動揺しはじめ、荘園が出現した。法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

領の水田や、

平安時代には山路
や ま じ

荘の名もみられる。政治の担い手が貴族から武士へと変わり、古代

から中世への節目となった源平
げんぺい

の戦いでは東灘もその舞台となった。 

南北朝時代には湊川
みなとがわ

の戦いが行われ、楠木
くすのき

正成
まさしげ

に敗れた新田
に っ た

義
よし

貞
さだ

は処女塚で足利
あしかが

軍と一戦を交えた。戦乱の中、農民たちの結束も固まり郷村ができ、戦国時代の末に

は東灘にも多くの村々が出来上がった。 

織田
お だ

信長
のぶなが

に代わり天下を統一した豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

は検地を行い、天正の頃には、東灘はほ

ぼ全域が豊臣家の直轄地となった。その後、徳川
とくがわ

幕府
ば く ふ

は豊臣氏を滅ぼしたが、東灘を

天領とせず、尼崎
あまがさき

藩に組み入れた。農村であった東灘は京・大阪に通じる街道筋に

あたり、産業として水車業・御影石の切り出し・酒造業などが盛んに行われた。石屋

川では川沿いに、御影石を加工する石材屋が軒を連ねたことから石屋川の名がついた

ともいわれている。一方、酒造業は「灘
なだ

の生一本
き い っ ぽ ん

」として全国に知られた代表的産業

となった。 

明治になると、東灘の旧天領の村々は兵庫県となり、その他はそのまま尼崎藩の領

地となった。尼崎藩は廃藩置県で尼崎県となり、その後兵庫県に吸収された。また、

1874（明治 7）年には神戸・大阪間に鉄道が開通し住吉駅が開業した。その敷設工事

の際、天井川となっていた芦屋川・住吉川・石屋川については河道の下にトンネルを

掘り、線路が敷かれた。その中でも石屋川隧道は最初に完成したため、「日本で最初

の鉄道トンネル」となった。1889（明治 22）年に市制・町村制が施行され、神戸市

及び東灘区の前身、御影町・住吉村・魚崎村・本庄村・本山村の東灘旧五ヶ町村
ひがしなだきゅうごかちょうそん

が誕

生した。その後、東灘は近代化に伴う交通機関の発達により大阪・神戸の郊外住宅地

として発展していった。石屋川隧道は 1894（明治 27）年以降の複線化工事や線路が

高架化されたことにより、その姿を消した。 
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【河川利用】 

神戸市では、阪神
はんしん

・淡路
あ わ じ

大震災
だいしんさい

での教訓を踏まえ、防災機能と日常的な市民の憩い

の空間としての機能を併せ持つ、「水とみどりのネットワーク整備」を進めている。

この整備は、日常は人々が憩い、自然や生きものにふれあえる空間として、また災害

時には避難路や延焼遮断帯などの防災空間となるよう、「河川緑地軸」などの整備や、

市街地において「せせらぎ水路」整備や「緑化」を進めるものであり、河川緑地軸と

して表六甲河川のうち 6 河川（住吉川、石屋川、都賀川、生田川、新湊川、妙法寺

川）を重点的に整備している。 

また、平成 7 年（1995 年）に発生した阪神・淡路大震災においては、河川から消

防用水を取水することができないことや河川を避難路として利用できないといった課

題が明らかになったことから、兵庫県は、石屋川を含む阪神地域の河川で「防災ふれ

あい河川」の整備を行った。「防災ふれあい河川」は、「水害・土砂災害に強い川づ

くり」、「地震に強い川づくり」、「親しみやすい川づくり」、「存在感のある川づ

くり」の 4 つの方針の下、治水機能の向上に加え、河川内道路の機能向上や低水護岸

の階段護岸化、親水プール、渡り石等を設置することにより、日常の河川利用に配慮

し、災害時には河川を都市防災機能の一環と成し得る河川整備を行った。 

また、石屋川水系では許可水利権として雑用水（石屋川公園）の取水が行われてい

る。 

 

【治水事業の経緯】 

石屋川の改修事業は、昭和 13 年 7 月の阪神
はんしん

大水害
だいすいがい

を契機として、昭和 14 年より水

害復興事業が国によって直轄施工された。しかし、昭和 25 年度に「災害復旧事業国

庫負担の特例に関する法律」が施行され、災害復旧事業は全額国庫より支出すること

となったが、当工事は主として改良工事にあたり、災害復旧事業によって実施するこ

とが困難となったため、昭和 26 年度以降の工事は中小河川改修事業として兵庫県に

引き継がれることとなった。 

昭和 42 年 7 月に発生した洪水では、河積の小さい河川において溢水や氾濫が発生

したため、改修の必要な河川については都市小河川改修事業（現 都市基盤河川改修

事業）が実施された。 

さらに平成 7 年 1 月の阪神・淡路大震災を契機に、護岸工の強度向上、緊急時の防

災用取水の支援を目的として、広域河川改修事業による護岸工の改築が実施された。 
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(2) 河川の総合的な保全と利用に関する基本方針 

【石屋川の川づくり】 

流域内の人命、財産を守るとともに、豊かな自然と水辺環境をよりよい姿で未来に

わたって引き継いでいくため、治水・利水、生態系、水文化・景観、親水を 4 つの柱

とした「“ひょうご・人と自然の川づくり”基本理念・基本方針」に基づき、河川の

現状、水害の発生状況、河川利用、河川環境等を考慮するとともに、総合治水条例や

神戸市のまちづくり計画等を踏まえて、河川の総合的な保全と利用を図ることを基本

方針とする。 

 
【洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項】 

災害の発生の防止又は軽減に関しては、流域の重要度や過去の災害実績等から定め

た計画規模の降雨で発生する洪水や高潮等から沿川住民及び資産等を守ることを目標

とし、河積の拡大等の河道改修並びに河川管理施設の整備及び機能維持に努めること

により、浸水被害の防止又は軽減を図る。 

さらに、改修途上段階における施設能力以上の洪水や高潮等及び計画規模を超過す

る洪水や高潮等に対しては、ハザードマップの周知・活用、情報伝達体制の充実、避

難訓練等の減災対策や、森林の適正管理や透水性舗装の敷設等の流域対策といった総

合治水の取組を沿川住民や関係機関と連携して推進し、被害の軽減を図る。 

また、短時間強降雨時等に急激な水位上昇が起こるおそれがあることから、注意喚

起看板や大雨洪水注意報、警報の発表と連動して作動する回転灯等により、河川利用

者への注意喚起を図る。 

 

【河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項】 

河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持を図るため、流況の把握とともに、

関係機関と連携して必要な流量の確保に努める。また、新たな水需要が発生した場合

には、水資源の合理的かつ有効な利用の促進を図る。 

さらに、渇水、震災等の緊急時には、関係機関と連携して適切な河川水の利用が図

られるように配慮する。 

 
【河川環境の整備と保全に関する事項】 

河川環境の整備と保全にあたっては、健全な水循環や人と自然の豊かなふれあいの

回復を目的とした「ひょうごの森・川・海再生プラン」の趣旨を踏まえ、関係機関・

沿川住民と連携して生態系の保全や再生を図る。 

河川改修を行うにあたっては、河川の横断的・縦断的な連続性等に配慮し、多様な

動植物が生息・生育・繁殖できる河川環境の保全と創出に努める。 

下流域では、重要種であるニホンウナギやウネナシトマヤガイ、カワゴカイ属等の
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魚類、底生動物の重要な生息・生育・繁殖環境となっている干潟等を保全し、また、

河床掘削等を行う場合には、現在ある落差の解消を検討するなど、縦断的な連続性の

確保に努める。 

中流域では、カワヨシノボリ等の魚類や重要種であるヒラマキミズマイマイ、オジ

ロサナエ、カタツムリトビケラ等の底生動物が生息している瀬や水際植生等を保全す

るため、河床掘削等を行う場合は、みお筋が形成される掘削形状を検討するなど、動

植物の生息・生育・繁殖環境の保全・再生に努める。 

上流域及び新田川では、動植物の生息・生育の場となっている瀬、水際植生、山付

区間の緑陰環境の保全に努める。 

また、住宅や道路が近接し、沿川住民の目に触れる機会が多いことから、周辺の環

境と調和を図りながら、景観に配慮した河川空間の形成や河川利用者の安全確保に配

慮しつつ、身近に自然とふれあえる河川環境の保全・整備に努める。 

水質については、今後もさらなる改善が図られるよう、流域全体で水質の保全に努

める。 

 

【河川の維持管理】 

河川の維持管理にあたっては、「洪水等による災害の発生の防止又は軽減」「河川

の適正な利用及び流水の正常な機能の維持」「河川環境の整備と保全」といった治

水・利水・環境の観点から、適正に実施する。 

河道や河川管理施設については、自然環境への影響を考慮しながら、洪水が安全に

流下するよう適正な維持管理を行う。 

また、橋梁等の許可工作物については、治水・利水・環境相互に支障を来すことな

く河川の機能が十分発揮できるよう、指導・監督等を行う。 

河川水の利用に関しては、生物の生息・生育環境の保全及び安定的な水利用が可能

となるよう関係機関との連携のもと流水の正常な機能の維持に努めるとともに、良好

な水質を維持・向上するため、沿川住民の水質に対する意識の啓発に努める。 

また、沿川住民等関係者に河川に関する情報を発信することにより、石屋川が“み

なと神戸”の歴史に根ざした地域の財産であるという意識や大雨時における河川の危

険性に対する防災意識を醸成する。 
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2. 河川整備の基本となるべき事項 

(1) 基本高水並びにその河道及び洪水調節施設への配分に関する事項 

基本高水のピーク流量は、基準地点水道橋において 100m3/s とし、これを全て河道

に配分する。 

 
基本高水のピーク流量等一覧表 

河川名 

 

 

基準地点 

 

 

基本高水の 

ピーク流量 

（m3/s） 

洪水調節施設に 

よる調節流量 

（m3/s） 

河道への 

配分流量 

（m3/s） 

石屋川 水道橋 100 ― 100 

 

 

(2) 主要な地点における計画高水流量に関する事項 

計画高水流量は、基準地点水道橋において 100m3/s とする。 

 
石屋川計画高水流量図 

 
単位：m3/s 

 
 

大 

阪 ← 100 石屋川 

湾 
 

 

 

 
 

(3) 主要な地点における計画高水位及び計画横断形に係る川幅に関する事項 

本水系の主要な地点における計画高水位及び計画横断形に係る概ねの川幅は、次表

のとおりとする。 

 
主要な地点における計画高水位及び川幅一覧表 

 

 

河川名 
 

地点名 河口からの
距離(km) 

計画高水位 

(T.P.m) 
川幅(m) 

 

石屋川 
 

水道橋 
 

1.39 

 

33.59 

 

10 

注）T.P.：東京湾平均海面 

水道橋 

■ 
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(4) 主要な地点における流水の正常な機能を維持するため必要な流量に関す 

る事項 

景観や動植物の生息・生育・繁殖に配慮した流水の正常な機能を維持するために必

要な流量については、流況の把握、その他河川及び流域における諸調査を行う等、引

き続きデータの蓄積に努め、今後、さらに調査検討を行った上で決定するものとする。 


